
 

 

 
     がん医療におけるコラボレーションに基づく 

キャリアディベロップメント 

       ～日々の疑問をどうチームで研究・解決に導いていくのか～ 

開催概要                                                     

 今回のセミナーは、「コラボレーション」（リサーチチーム内の連携）をテーマとして掲げました。 

がん医療に関する研究には、他職種間、施設間、また基礎研究と実臨床のコラボレーションが必要です。

しかし、その方略は各自の努力と工夫にゆだねられ、多くの若手医療者は壁を感じています。 

そこで、本セミナーのご講演では、演者の先生方から、コラボレーションによってリサーチに進展が

みられたケースや、コラボレーションを広げるためにメンバーとして、あるいはリーダーとして心がけ

てきたことなどをお話いただきます。 

自分自身が納得できる今後のキャリア形成について考えてみたい医療者、研究者、医療系学生の皆さ

まにとりまして、有意義かつ実践的な内容になるように企画いたしました。 

プログラム                                    

9:30-10:00   受付開始 

10:00-10:05  開会の挨拶 司会下川路伊亮（横浜市立大学病院 化学療法・緩和ケア部／呼吸器内科） 

10:05-10:15 佐谷秀行（慶應義塾大学医学部 先端医科学研究所遺伝子制御研究部門 教授） 

「がん医療におけるキャリア形成と Mission, Vision, Core Valueについて」 

 講演１「がん治療開発での TR 研究の重要性」                                                                      

10:15-10:35 西川博嘉（国立がん研究センター東病院） 

 講演２「看護学研究者のキャリア開発：私の経験から」                                                                     

10:35-10:55 山本則子（東京大学大学院 教授） 
 講演３「Fostering Enabling Relationships for Achieving Success in Academic Medicine」                         

10:55-11:20 Steven Lin, M.D.（The University of Texas MD Anderson Cancer Center） 

※同時通訳あり。 

休憩 10 分 

インタラクティブ・パネルディスカッション                                                 

11:30-12:25 パネリスト：佐谷秀行、西川博嘉、山本則子、Steven Lin、上野直人(腫瘍内科教授 

The University of Texas MD Anderson Cancer Center） 

司会：庄村雅子（東海大学健康科学部看護学科） 

   堀之内秀仁（国立がん研究センター中央病院 呼吸器内科 医長） 

12:25-12:30 閉会の挨拶 庄村雅子（東海大学健康科学部看護学科） 

【日 程】2016 年 5 月 15 日（日）10：00～12：30 (受付開始 9:30~) 
【会 場】慶應義塾大学病院 2 号館（新棟）11 階 大会議室 

【対 象】がん医療に携わる医療従事者・研究者(医師、看護師、薬剤師、基礎研究者、 

臨床工学士、放射線技師、理学療法士など) およびがん医療に携わる医療従事者

を目指している学生 

【主 催】 慶應義塾大学大学院医学研究科がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン 

【企 画】 Academy of Cancer Experts (ACE) Program 

 

 

 

 
  


